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校 長  比屋根 充

東 に勝連城、南に雄大な中城湾 を望む前原 の地に、本校が颯々の声 をあげて

よ り早 60年 の歳月が流れま した。
本 田ここに、県教育長、 うるま市長 をは じめ、御来賓並びに御父母の皆様、

関係者多数の御臨席のもと、本校創立 60周 年記念式典 を盛大に挙行できます
ことを心 よりうれ しく思います。

本校 は、焦土 と化 した敗戦の混乱 と荒廃のなか、郷土復興のための人づ くり

の拠点 としての高い理想 を掲げ、昭和 20年 11月 12日 、当時の具志川村高
江洲小学校の一角 を借 りて開校 され、前原高等学校 と命名 されま した。昭和 2

1年 3月 に与那城村西原 の勝連城跡の米軍施設 を譲 り受 けて移転、次いで近代

化 に向けて本校 をさらに大きく発展 させ るべ く、昭和 33年 6月 にこの肝高の

森 を離れ、湛水の里 。具志川市 田場に移転 し、現在 に至ってお ります。本土復

帰前の占領軍政の厳 しい統制下、さらに本土復帰後の教育改革の うね りのなか、

幾多の試練を乗 り越 えて、ここに 60年 の歴史を刻むに至 りま した。

その間、本校 は歴代教職員、生徒諸君の真摯な努力はもとよ り、県当局の御

尽力、具志川、勝連、与那城 の旧三市町村 当局、PTA、 同窓生並びに地域の方

々の御協力 によ りま して、施設設備が整備 され、本校 は隆盛発展の一途 をた ど

り、輝か しい歴史 と伝統が築かれたのであ ります。施設 について、 50周 年以

降に限って見てみます と、体育館 、テニスコー ト、多 目的教室な どが改築ある

いは新築 されてお ります。また、今月下旬にはプールの改築工事が始まる予定

になってお ります。

思い起 こせば、野球部の 3度 にわたる甲子園出場、バ レーボール、バスケ ッ

トボール、卓球、剣道、陸上競技等々での県制覇、九州大会、全国大会での活

躍等、伝統の肝高精神 をいかんな く発揮 し、常に本県高校スポーツの中心に本

校が位置 してお りま した。また、文化活動にも優れ、進学面において も進学校

としての実績 を上げ、文武両道 を兼ね備 えた学校 として高い評価を得てまい り

ま した。在校生諸君には、この良き校風 を受 け継 ぎ勉学に部活動に一生懸命頑

張ることを期待 してお ります。

卒業生は、本年の 3月 で 20, 574名 を数 え、県内外の各界、特に教育界
でめざま しい活躍 を してお ります ことは御承知の とお りであ り、本校が戦後の

郷土復興はもとよ り地域社会の発展に果た してきた役割 は、誠 に大なるものが

あ ります。 このよ うに多 くの人材 を輩 出 した本校 は、現在では、校風 。伝統 を

備 えた風格のある学校 として地域 に しっか りと根づいているもの と確信 してお

ります。現在、本校では 1,2年 生 7学級、 3年 生 8学級の 814名 が、人文、
理数、英語及び体育の 4コ ースに分かれて勉学に励 んでお ります。

10
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ここに、幾多の苦難 を乗 り越 え創立 60周 年 とい う節 目を迎 えることにな り
ま したが、 これまでの本校教育の歩みを振 り返 り、その実績の上に立つて 21
世紀の本校教育を展望 してい く必要があると存 じます。そ して、本校創 立の理

念に基づ き、よ り理想的な教育環境づ くりと新生 うるま市はもとよ り広 く社会

に有為な人材の育成 に向けて、誠心誠意努力す ることが本校 に課せ られた使命

だ と考えます。

このよ うな観点か ら、学校 、PTA、 同窓会の三者 が一体 となって、 さらに本

校発展の契機 にす るべ く、創立 60周 年記念事業推進委員会 を結成 し、創立 6
0周 年記念碑の建立、本校創立碑の整備 、記念誌の発刊等の諸々の計画 を進 め

ているところであ ります。

本校 が今 日の発展 をみま した ことは、県 当局は申 し上げるまでもな く、 うる

ま市をは じめ、多 くの皆様方の御指導 と御支援 の賜であると深 く感謝 申 し上げ

ます。

今後 とも、本校創立の理念 に基づ き、高い理想 と高邁な精神 を堅持 し、未来

を展望 しつつ、本校教育発展のため活力 に満 ちた教育活動を展開 しなければな

らない と決意 を新たにす るものであ ります。

おわ りに、本校教育発展のためにこれまで も物心両面か ら多大な御支援 を賜

りま したが、創立 60周 年記念事業につ きま しても、御父母の皆様 をは じめ同
窓会や市内外の多 くの皆様方の御援助 と御協力を賜 りま した ことに対 し深 く感

謝 申 し上げます。

また、本 国は、本校 21期 生の高安正勝様 (ベ ンチャー高安社長 )よ り御講
演 を賜 りま した。生徒諸君に とって、今後の人生を歩む上でたいへん示唆に富

む貴重なお話であ りま した。心 よ りお礼 申し上げます。

本 日は、お忙 しい中を本校創立 60周 年記念式典 に御臨席賜 りま した皆様方
には衷心 よ り感謝 申 し上げます。今後 ともなお一層の御指導 と御協力 を賜 りま

す よ うお願い申 し上げ、本校の限 りない発展 を祈念 し式辞 といた します。

平成 17年 11月 11日
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創立 6o周 年推進委員会会長 (PTA会 長 )
宮 里 勝  二

本校 は昭和 20年 終戦か らわずか 3カ 月後の 11月 20日 に現在の高江洲小

学校の東側 で開校 し、小学校 の校舎 を借用 しなが ら授業を行 っていま した。翌

21年 3月 14日 米軍工兵隊陣地跡 (現与勝 中学校 )に移転 し、 7月 30日 に

は第 1回 卒業式 を挙行 し、 35名 の卒業生 を送 り出 しま した。
終戦後の物のない時代に米軍工兵隊地跡 のコンセ ン トをそっ くり払い下げて

もらい、校舎不足の他校か らすれば羨ま しい限 りであ りま した。 コンセ ン ト教

室や運動場 も整備 され、生徒 は伸び伸び とスポーツや勉学に励む ことができ、

各スポーツ大会での活躍はめざま しく、また大学への進学が数多 く 「名 門・前

原」 と言われたのはこの頃です。

昭和 33年 6月 13日 、現在地の うるま市 田場に移転す る頃まで文武両道の

精神が受 け継 がれ、 とりわけスポーツでの活躍 は、「第二の黄金時代」 とまで

言われま した。それまでは旧具志川市、 1日 勝連町、 1日 与那城村町の三市町村の

全ての中学生が本校 に入学 し、伝統が築かれてきたわけです。

しか し、昭和 55年 に与勝高校、昭和 58年 に具志川高校がそれぞれ新設 さ
れ、本校 はその影響 を大きく受 けることにな りま した。 2校 の新設により各地

域か らの入学生が分散 され、クラス減 も余儀 な くされてい くうちに勉学やスポ

ーツにおけるかつての活気 がな くなっていきま した。

そのため職員や地域か ら活気 ある以前の前原高校の建て直 しの声が高ま り、

当時の職員の研究や地域の助言な どを得て、平成 6年 に体育、人文、英語、理

数の 4つ のコースを導入 し現在 に至っています。

近況 を申し上げます と各高校が校 区の拡大によ り生 き残 りをかけ、様々な工

夫、お よび改革が押 し進 められていますが、私 ども前原高校でも制服の リニュ

ー アルや文理 コース特進 クラスの新設 な ど新たな取 り組みが行 われてお りま

す。そのために校長先生 を始 め として職員、保護者そ して地域の方々 との 一

層の連携が本校の改革の重要課題 と言って も過言ではないで しょう。

創立 60周 年 とい う伝統、先輩方が築いてきた歴史に甘ん じることな く、今
までにや つてきた ことの継続 さらに発展 させてい くことが必要です。そのため

にも本 国お越 し下 さいま した皆様方のお力添 えを賜 りたい と存 じます。

結びに沖縄県教育庁県立学校教育課長大嶺和男様、そ して、 うるま市長知念

恒男様 を始めご臨席の栄を賜 りま した、皆様、前原高校 60周 年事業に関わっ

て くだ さいま した関係各位の皆様 に衷心 より感謝の念 を申し上げ挨拶 と致 しま

す。

12

31あいさ1機



生徒会長  山 田  樹

今年 は本校が創立 されてか ら 60年 目に当たる記念すべき年です。 この時期
に本校 に学び、 さらに私たちの在学 中にこの盛大な記念式典がもたれ ることを

この上なくうれ しく思います。

60年 。それは、私たち高校生に とって大変長い年月のよ うに思われます。
その間にはいろいろな歴史の移 り変わ りがあった事で しょう。本校 は終戦後間

もない昭和 20年 、戦争ですべてを失い、荒廃 した中で生まれたそ うです。そ
う言われて も戦争 を肌で感 じていない私たちには とても想像できませ んが、鉛

筆や ノー ト、教科書 も校舎 もない食べ物す らない状況の中で、先生 と生徒が一

緒になって校舎 を建てる事か ら始めたそ うです。その血のに じむよ うな苦労 と

努力 を重ねて学校づ くりに貢献 された同窓の先輩や多 くの方々には感謝せず に

はい られません。 同時に何不 自由な く恵まれた学園環境の中で学べ る私たちは

実に幸せです。

名 門前原高校 には、現在 四つのコースがあ ります。

まず、人文 コースは、文系教科・科 目を中心に して学び、更に現代の情報社

会 に合わせ授業 に情報基礎 を取 り入れています。進学や就職 にも大変有利だ と

思います。

次に、英語 コースは、在学 中に英語検定 2級 合格、外国大学留学な ど、国際

化社会 を リー ドしてい くことを 目標 に英語を中心 とした学習に励んでいます。

そ して、理数系の教科・科 目を重点的に学習す る理数 コースは、大学進学 を

目標 に置 きます。そのため、必修早朝講座や夏期講座 を必修化 し、大学進学に

は一番適 したクラスだ と思います。

最後 に、体育 コースは、部活動の活性化 と体育系大学への進学のためのコー

スです。 この四つのコース制で一人一人が 自分の個性 を生かせ るよ うにな りま

した。そんな前原高校 を支えている先生方や PTAの 方々には大変感謝 してい
ます。

なにもない時代か ら、今までそ して これか らの前原高校のためにご支援 して

くだ さつている方々の期待に応 えるとともに、私たちは前原高校の歴史 と伝統

を築いた先輩方の努力 と成果 を受 け継 ぎ更に発展 させていかなければな らない

と考 えています。 この恵まれた環境 の中で私たちは今 まで以上に努力 し、そ し

て私たちの手で先輩か ら渡 された栄光のバ トンを後 に続 く後輩たちに しっか り

と引き継いでい くことを今 ここで皆様 に誓います。

最後に、輝か しい歴史 と伝統に満 ちた このすば らしい学校 を築いて くだ さい

ま した諸先輩方、諸先生、御父母、地域の方々、関係機 関の皆様に感謝 を申 し

上げてあい さつ と致 します。
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前原高校 同窓会会長  金 城  千代徳

我が母校前原高等学校が創立 60周 年記念式典 を迎 えるに当た りか くも盛大

に式典が挙行 されます ことに、私たち同窓生に とって この上ない喜びであ り心

か ら祝福 申し上げます。。

顧みます と本校は焦土 と化 した敗戦の荒廃の中か ら郷土復興の願いを教育に

託せん と、地域住民の期待 を担 って、昭和 20年 1月 12日 生徒 150名 、職

員 7名 で高江洲小学校 の一角 を借 りて開校 され、前原高等学校 と命名 されたの

であ ります。昭和 21年 3月 に与那城村西原 (当 時、現与勝 中学校 )に 移転 し、
更に昭和 33年 6月 に現地へ 3遷 し今 日に至ってお ります。
60年 の歳月は長い、今の豊かな社会か ら比べて見ても、満た され ることの

ない不 自由な環境の中で、忍耐 と根性 と強い意志の力で もって本校発展の基礎

を築かれたあの当時の先生方は じめ諸先輩 に深甚な敬意 を表 します。

60年 とい う節 日は人間にた とえれば還暦 にあた ります。 当時生まれた人は

社会的役 目を終 え定年を迎 えたのであ ります。我が母校 には定年はあ りません。

休む ことなく耐 えざる飛躍 と発展 を同窓生一同願 っています。

母校前原高校は隆盛発展の輝か しい歴史 と伝統 を有 しスポーツ面 しか り、進

学校 としても県内 トップの栄冠に輝 き全盛 を誇 ったのであ ります。 ちなみに昭

和 50年 頃、琉大への合格者 も県内で 6番 目に位置 しスポーツ面で も新間に「勝
ちま した。 困 りま した。」の見出 しで学校側 の派遣費の捻 出の苦労が報 じられ

た とのことです。

私 ごとで大変失礼 とは思いますが、私は平成 6学年度か ら 8学年度まで本校

の校長 として 3年 間勤務致 しま した。

平成 7年 には創立 50周 年記念式典 も盛大に挙行す ることができま した。前

原高校各期の同窓生が母校愛 を発揮 し、総事業費 3千 5百 5拾 万円余の収入の

内千 2百 万円の協賛金を募 ることができま した。

平成 8年 の大きな収穫 は体育 コースの飛躍 に 目をみはるものが数多 くあ りま

した。その中でも 「夢実現、 甲子園へ。」の夢 を掲げその実現 に頑張った野球

部の活躍は、前原高校の歴史に燦然 とかがや くものがあ ります。

第 78回 全国高等学校野球選手権大会で常勝沖縄水産 を制 し、沖縄県高校野
球の頂点に立ち見事 甲子園への出場 を果た したのです。実に 23年 ぶ りの甲子

園出場で した。 この感想 と感激 を私は生涯忘れ ることはないで しょう。

平成 8年 は野球以外 にも春校バ レーが常勝 中部商業を破 り 16年 ぶ りに優勝
を遂げま した。その外にも卓球や剣道等の素晴 らしい実績 を上げま した。

60周 年 を節 目に母校の限 りない飛躍 と発展を願い挨拶 とします。
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沖縄県教育委員会教育長  イ中宗根  用英

県立前原高等学校が、創立 60周 年 を迎えるにあた り、ご挨拶を申 し上げま
す。

本校 は、沖縄戦の硝煙 がいまだ消 えや らぬ昭和 20年 11月 12日 、多 くの
ものが灰儘に帰 した中で、郷上の復興 と再建 を願 う人々の強い要望によって、

当時の具志川村高江洲の地に開校致 しま した。

顧みます と、開校 当初、高江洲初等学校 を借用 し、 lヶ 月後に、字豊原に移
転、翌年 3月 には与那城村字西原へ移 り、昭和 33年 6月 に現在地に設置 され
ま した。戦後の混乱期、校舎・施設・教材の不足等。幾多の困難 に遭遇 しなが

ら、生徒の学習に支障がないよ うに と、父母や地域 が一生懸命に汗 を流 して学

校 づ く りに協力 していただ きま した。「沖縄 の復興 はまず人材 の育成 に在 り。

」 との考 えの下、本校 の学校創 りにご尽力いただきま した先人達の情熱 と教

育愛にあらためて大きな感動 を覚えるものであ ります。

60年 の歳月の中、米軍政時代、本土復帰 とい う激動の時代 を歩んできた本
校の歴史は、ま さに戦後沖縄教育の歴史 といって も過言ではあ りません。今 日

まで献身的に本校 の教育活動 に貢献 されま した、歴代校長を始 めとして、教職

員、 PTA、 同窓会並びに地域の皆 さまに心か ら敬意 を表 し、感謝 申 し上げま
す。

さて、創立当初、 150名 の生徒で出発 した本校 も、年々発展を続 け、今 日
では 820名 の生徒 を擁 し、文武両道 に亘る中部地区における名門校 として、
その名 を世に馳せ てお ります。その間、本校 を巣立っていった 2万 5百余名 に

わたる卒業生の多 くが、県内外の政財界、あるいは教育界等各分野において、

指導的立場に就 き、その中核 となって活躍 されています。

本校は、その草創期以来、生徒・教職員一丸 となって、学習活動、文化活動、

スポーツ活動、 さらには生徒会活動 に と様々な面で優秀な成績 を残 してきま し

た。三度 にわたる甲子園出場 を始 め、バ レーボール、バスケ ッ トボール、 ソフ

トボール、卓球お よび剣道等の県内制覇、文部大臣旗争奪全国高等学校弁論大

会における最優秀賞受賞等、輝か しい実績があ ります。 これ も生徒のみなさん

の 日頃か らのたゆまぬ努力はもとよ り、今 日の本校 の教育活動の礎 を成す もの

であ ります。

本 日、 60周 年記念式典 を迎 えるにあた り、在学生の皆 さんに望みたいこと
は、勉学に励み、心身 を鍛 え、スポーツに親 しみ、お互いに切磋琢磨 し、 21

世紀 を切 り拓 くた くま しさと、国際社会で活躍できる広い視野 を身につけ、本

県 と世界 とを結ぶ架 け橋 となっていただきたい とい うことであ ります。
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最後に、生徒、教職員の皆 さんが一体 となって、本校 の更なる発展・充実の

ためご尽力 され ることを期待 し、卒業生や地域の皆 さんに永 く愛 され る前原高

等学校 とな ります よ う祈念 し、あい さつ といた します。

第61回  卒業式 壁画
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うるま市長

このたび沖縄県立前原高等学校 60周 年 を迎 えるにあた り、心か らお喜び 申
し上げます。

ご承知のよ うに、昭和 20年 11月 12日 に開校 して以来、生徒の能力・適
正・興味 。関心・進路等の多様化 に応 じた特色ある教育課程や施設設備 に取 り

組み、多 くの人材育成 に努めてこられま したことに対 し深甚なる敬意 を表 しま

す。

また、創立か ら今 日まで 2万 人余 りの卒業生を送 り出 し、各界においてご活

躍 されてお ります ことは、まことにご同慶に堪えません。

これ もひ とえに、人材育成 に尽 くされま した歴代校長は じめ教職員各位な ら

びに PTA・ 同窓会の皆様方の教育に対するご熱意 と実践のたまもの と拝察致
します。

教育は、国や県づ くりの基盤 をなす ものであ り、本県の 自立発展 に向けた高

等教育の担 う役割 は一層その重要性 を増 してお りますが、高等学校 にお ける教

育は、人間の豊かな個性 を伸 ば し、望ま しい 目標 に向かって個人の可能性 を広

げることにあると承知いた してお ります。関係各位 におかれま しては、高等学

校 における人材育成 に、今後一層のご尽力を賜 ります よ うご期待致 します。

また、このたびの創立 60周 年にあた り、期成会の皆 さまが一体 となって記
念事業に取 り組 まれ、多 くの事業を推進 されてお ります ことは、学校教育の充

実 と進展 に大きく貢献 され るものであ り、関係各位 に対 し重ねて敬意 を表す る

次第でございます。

結びに、創立 60周 年 を契機 に本校 が、ますます ご発展 されます よ う祈念 申
し上げ、祝辞 といた します。

知  念  恒  男
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